
梅毒 男女別報告数推移（大阪市）
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2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年※
（1~26週）

男性 65 110 182 186 302 111111 504 224

女性 10 5 14 67 166 260 360 184

計 75 115 196 253 468 635 864 408

※2019年9月30日時点
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年代別届出数の推移（男性）
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年代別届出数の推移（女性）
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病期別届出数の推移（男性）
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病期別届出数の推移（女性）
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〔再掲〕感染経路別病期の推移（男性）
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2018年 梅毒 男女別年代別割合（大阪市）
（n=864）
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女性10代～30代 81.3%

男性10代～30代 51.2%

2018年発生届出数上位医療機関

診療科

診療所A (総合診療科)内科・皮膚
科・アレルギー科

(49)

診療所B 泌尿器科 (44)

診療所C 皮膚科・性感染症皮膚科 (34)

診療所D 泌尿器科 (34)

病院a (24)

診療所E 泌尿器科 (20)

診療所F 皮膚科 (15)

診療所G 腎泌尿器科 (15)

診療所H 婦人科・内科 (13)

診療科

診療所I 婦人科・内科 (60)

診療所H 婦人科・内科 (58)

診療所J 婦人科 (25)

診療所K 婦人科 (24)

診療所A (総合診療科)内科・皮膚
科・アレルギー科

(17)

診療所L 内科・皮膚科・婦人科 (10)

診療所M 婦人科・内科・泌尿器科 (10)

診療所N 婦人科、乳腺外科、産科 (8)

病院b (8)

【男性】 【女性】

12

( )届出数
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日本の梅毒症例の動向について(国立感染症研究所HP)

東京都

大阪府 2019年第2四半期
人口100万人当たり

東京都32.4
大阪府30.5

13

都道府県別届出数(届出数上位10位を抜粋)
2018年第2四半期から2019年第2四半期

梅毒発生届出数の推移
（2019年第２四半期上位5都道府県を抜粋）

発生届出数（実数） 届出数（人口100万人対）

日本の梅毒症例の動向について（2019年7月3日現在）国立感染症研究所HPより改変 14
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大阪市梅毒発生届出数の推移（総数）
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大阪市梅毒発生届出数の推移（男女別）
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2019.1.1～
梅毒発生届様式変更（項目追加）

・HIV感染症合併の有無
・性風俗産業従事歴・利用歴
・過去の治療歴
・妊娠の有無

・症状項目「口腔咽頭病変」追加
・診断方法「PCR検査」追加
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性風俗産業（直近6か月以内）
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「従事歴あり」は女性の53.3%
（把握できた届出の中では71.5%）

「利用歴あり」は男性の42.4%
（把握できた届出の中では64.6%）
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【性風俗産業】
男性の利用と女性の従事・年齢階級別比較
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2019年第1～26週
（n=408）

過去の梅毒治療歴
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※MSM：感染原因・感染経路において「性的接触」「同性間」と記載のあったもの 20
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※MSM：感染原因・感染経路において「性的接触」「同性間」と記載のあったもの 21

妊娠「有」

第26週までに5件の届出

・妊娠週数：10～15週(3)、16～21週(2)

・病期：無症候(4)、早期顕症梅毒Ⅱ期(1)

・性風俗産業従事歴：無(5)

・性風俗産業利用歴：無(4)、不明(1)

・過去梅毒治療歴：いずれもなし

・感染地域：大阪市内(3)、大阪市外府下(1)、不明(1)

22

( )内は発生届出数
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大阪市における先天梅毒報告
（2014～2019年第26週まで）

届出年 2014 2017 2018① 2018② 2019

性別 女 男 女 男 女

診断時月齢 0 0 0 0 0

診断時症状 肺炎、
肝腫大

肝脾腫、
血小板減少

感音性難聴、
肝炎、紫斑、
表皮剥離

肝脾腫、
梅毒性天疱
瘡

丘疹性梅毒
疹、肝脾腫、
血小板減少

年齢 10代 20代 20代 20代 20代

梅毒病型 無症候 Ⅱ期梅毒
(梅毒性乾癬)

Ⅱ期梅毒
(梅毒性バラ疹)

無症候 無症候

【先天梅毒（児）】

【母親】

23
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